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　この事業計画に基づき、７月22日に奥州市社会福祉法人連絡会の施設長・事務長などに
よる幹事会が開かれ、基本的な方針として、自法人の資源を活用したサービスの提供、会員
相互の施設見学、ニーズ把握のためのアンケート調査のあり方などが話し合われました。
　その後、８月19日から実務担当職員による地域部会・法人部会が開催されました。地域
部会では、福祉車両の貸出、地域の相談窓口、買い物送迎など各法人で既に取り組んで
いることの周知や、それぞれの法人がどんな地域貢献ができるかを見える化し、住民の困りご
ととマッチングできるものか話し合われました。法人部会では、地域貢献に向けた先進事例の
研修や情報交換会などが話題になり、今年度は、各法人職員間の情報交換による関係づくり
や具体的な取組みを模索し、実践につなげる部会や幹事会の活動が中心となる見通しです。
　また、「奥州市多機関協働推進事業ネットワーク研修会」を市社協と共催し、複雑な課題
を抱える世帯を地域や専門職が連携して支援する「重層的支援体制整備事業」への理解を
深めています。

実務職員により地域貢献の姿話し合う実務職員により地域貢献の姿話し合う
奥州市社会福祉法人連絡会

　奥州市社会福祉協議会では、年に1回「かたりあいの輪福祉懇談会」を各地区
で開催しています。現在「ささえあい協賛金」を一般会費へ一元化することを検討し
ており、懇談会の中で市民の皆さまへ説明を行いました。市内29カ所で開催した懇
談会には、多くの方が参加され、質問や意見をいただきました。

　市内社会福祉法人のよりよい地域貢献のために、今年２月に、奥州市社会福祉法
人連絡会（会員19法人）は発足しました。それぞれの専門性や、持っている社会資源を、
どのように地域住民のために役立てるか検討がすすめられているところです。

　「ささえあい協賛金」は、地域で
集まった寄付金を、地区振興会福祉
部や地区福祉活動推進協議会等で
活用する制度です。しかし、集金業
務にあたる方や、一部寄付者への負
担感があり、地域ごとに納入方法や、
助成額が異なることなども課題にあげ
られていました。

　今年度の連絡会の事業計画は、次の５項目
となります。
１　会員の連携、協働による地域における公
　  益的な取組みの検討及び企画
２　会員相互の情報交換、交流及び研修会
　  の実施
３　住民の日常生活上の困りごとや必要とする
　  福祉サービス等の把握
４　連絡会及び会員が取り組む活動を市民へ
　  周知・発信
５　行政や関係機関との意見交換等の実施

愛護会、岩手県社会福祉事業団、江刺寿生会、
奥州いさわ会、憲幸会、駒形会、衣川会、
寿水会、白梅会、聖愛育成会、智禅会、　　
つつじ会、ひたかみ福祉会、ひまわり会、　　
ふるさと福祉会、美楽会、無量寿会、　　　
優愛福祉会、奥州市社会福祉協議会（敬称略）

 アナタと私のフクシのあした アナタと私のフクシのあした アナタと私のフクシのあした
ささえあい協賛金の会費への
一元化について
ささえあい協賛金の会費への
一元化について～福祉懇談会より抜粋～

　本会の５年間計画である奥州市社会福祉協議
会発展・強化経営計画（令和３年度から令和７
年度）において、会費とささえあい協賛金のあり
方について検討することを盛り込みました。
　検討にあたっては、新たに組織した財政検討
委員会へ本会会長が諮問して、充分な検討をし
た上で、答申をいただいたところです。

　懇談会に参加した方々からの意見の傾向は多い順に、①地区福祉組織助成金等に関するこ
と、②会費納入状況に関すること、③制度改正に関すること、④一般会費の増額に関すること、⑤
現行の制度に関することなどがありました。
　市民の皆さまからの意見をもとに、本会理事会と評議員会で決定をして、その後、周知を図り、
令和７年４月の施行を予定しています。

解決案の検討

説明に対するご意見など

奥州市社会福祉法人連絡会　会員一覧ささえあい協賛金の課題

　本会で検討した結果、財政検討委員会の
答申のとおり、ささえあい協賛金を廃止して
一般会費に一元化する改正案としました。一
般会費を900円から1,100円に改正し、増
額した部分から統一した基準による地区福祉
推進組織への助成金を支出するものです。

改 正 案

▲地域部会B グループ討議発表

▲地域部会A グループ討議発表

令和６年12月4日（水）までに、下記の方法にてお声をお寄せください。
　■提出方法　ホームページ 奥州市社会福祉協議会　お問合せフォーム
　　　　　　　電子メール info@oshu-shakyo.jp
　　　　　　　F A X 0197-25-6690（奥州市社会福祉協議会　総務財政課）
　　　　　　　郵送 〒023-0851　奥州市水沢南町5番12号
 奥州市社会福祉協議会　総務財政課

ささえあい協賛金の一般会費への一元化について、
皆さまからのご意見を募集します。
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深めています。

実務職員により地域貢献の姿話し合う実務職員により地域貢献の姿話し合う
奥州市社会福祉法人連絡会

　奥州市社会福祉協議会では、年に1回「かたりあいの輪福祉懇談会」を各地区
で開催しています。現在「ささえあい協賛金」を一般会費へ一元化することを検討し
ており、懇談会の中で市民の皆さまへ説明を行いました。市内29カ所で開催した懇
談会には、多くの方が参加され、質問や意見をいただきました。

　市内社会福祉法人のよりよい地域貢献のために、今年２月に、奥州市社会福祉法
人連絡会（会員19法人）は発足しました。それぞれの専門性や、持っている社会資源を、
どのように地域住民のために役立てるか検討がすすめられているところです。

　「ささえあい協賛金」は、地域で
集まった寄付金を、地区振興会福祉
部や地区福祉活動推進協議会等で
活用する制度です。しかし、集金業
務にあたる方や、一部寄付者への負
担感があり、地域ごとに納入方法や、
助成額が異なることなども課題にあげ
られていました。

　今年度の連絡会の事業計画は、次の５項目
となります。
１　会員の連携、協働による地域における公
　  益的な取組みの検討及び企画
２　会員相互の情報交換、交流及び研修会
　  の実施
３　住民の日常生活上の困りごとや必要とする
　  福祉サービス等の把握
４　連絡会及び会員が取り組む活動を市民へ
　  周知・発信
５　行政や関係機関との意見交換等の実施

愛護会、岩手県社会福祉事業団、江刺寿生会、
奥州いさわ会、憲幸会、駒形会、衣川会、
寿水会、白梅会、聖愛育成会、智禅会、　　
つつじ会、ひたかみ福祉会、ひまわり会、　　
ふるさと福祉会、美楽会、無量寿会、　　　
優愛福祉会、奥州市社会福祉協議会（敬称略）

 アナタと私のフクシのあした アナタと私のフクシのあした アナタと私のフクシのあした
ささえあい協賛金の会費への
一元化について
ささえあい協賛金の会費への
一元化について～福祉懇談会より抜粋～

　本会の５年間計画である奥州市社会福祉協議
会発展・強化経営計画（令和３年度から令和７
年度）において、会費とささえあい協賛金のあり
方について検討することを盛り込みました。
　検討にあたっては、新たに組織した財政検討
委員会へ本会会長が諮問して、充分な検討をし
た上で、答申をいただいたところです。

　懇談会に参加した方々からの意見の傾向は多い順に、①地区福祉組織助成金等に関するこ
と、②会費納入状況に関すること、③制度改正に関すること、④一般会費の増額に関すること、⑤
現行の制度に関することなどがありました。
　市民の皆さまからの意見をもとに、本会理事会と評議員会で決定をして、その後、周知を図り、
令和７年４月の施行を予定しています。

解決案の検討

説明に対するご意見など

奥州市社会福祉法人連絡会　会員一覧ささえあい協賛金の課題

　本会で検討した結果、財政検討委員会の
答申のとおり、ささえあい協賛金を廃止して
一般会費に一元化する改正案としました。一
般会費を900円から1,100円に改正し、増
額した部分から統一した基準による地区福祉
推進組織への助成金を支出するものです。

改 正 案

▲地域部会B グループ討議発表

▲地域部会A グループ討議発表

令和６年12月4日（水）までに、下記の方法にてお声をお寄せください。
　■提出方法　ホームページ 奥州市社会福祉協議会　お問合せフォーム
　　　　　　　電子メール info@oshu-shakyo.jp
　　　　　　　F A X 0197-25-6690（奥州市社会福祉協議会　総務財政課）
　　　　　　　郵送 〒023-0851　奥州市水沢南町5番12号
 奥州市社会福祉協議会　総務財政課

ささえあい協賛金の一般会費への一元化について、
皆さまからのご意見を募集します。
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　７月25日の「秋田県・山形県大雨災害」か
ら約４か月が経過しています。

　酒田市では、災害からの復興に重点を置く
ために、新たに復興本部を10月1日に設置し
ていますが、10月末現在も家屋内に土砂が
大量に残っている住宅があり、土砂撤去作業
は続いています。

　避難所から公営住宅などの仮住まいに移
り被災家屋へ通いながら、事業者（行政）と役
割分担の上、市内外のボランティアとともに
土砂撤去をしている被災者が現在もいます。

　本会では、岩手県社会福祉協議会の要請に
より、被災地・被災者の復興・支援活動を行う
「酒田市災害ボランティアセンター」への応援
職員を継続して派遣しています。

10月30日に奥州金ケ崎広域社協連絡協議会と
岩手県社会福祉協議会は、奥州市総合福祉セ
ンターを会場に地域関係者によるボランティア
センター設置運営訓練を実施しました。

災害に備えて
災害ボランティアセンター設置運営訓練実施
災害に備えて
災害ボランティアセンター設置運営訓練実施

　誰に相談したらいいかわからない、話しを聞いてほしいなど、困っていることはありませんか？
　相談所では、社会福祉士などの資格をもつ福祉活動専門員（ＣＳＷ＝コミュニティソーシャルワーカー）が、
どのようなことにお困りか事情を伺い、助言や問題解決のできる相談機関等を紹介します。
　相談料は無料です。まずはお気軽にご相談ください。

福祉なんでも相談所

　　▼開 設 日 12月６日(金) 常盤地区センター 12月17日(火) 田原地区センター
 12月27日(金) 小山地区センター  １月７日(火) 水沢南地区センター
  １月17日(金) 江刺愛宕地区センター  １月27日(月) 古城地区センター
  ２月７日(金) 真城地区センター  ２月17日(月) 岩谷堂地区センター
  ２月27日(木) 衣里地区センター
　　▼開設時間 午前10時～午前11時30分
　　▼利用方法 電話予約または、会場へ直接お越しください。※予約者優先
　　▼問 合 せ 市社協地域福祉課・福祉のまちづくり支援室　☎25-6188

被災地では、ボランティアとともに土砂撤去
山形県酒田市災害ボランティアセンターへ職員派遣

奥州市社会福祉協議会　連絡先
総務財政課
25-6158

胆 沢 支 所
46-3111

地域福祉課
25-6188

衣 川 支 所
52-3144

水 沢 支 所
25-6025

生活応援課
25-7171

江 刺 支 所
35-8081

こども福祉課
25-6158

前 沢 支 所
56-2148

介護事業課
51-1181

10月1日より全国一斉にスタートした赤い羽根共同募金運動は、今年で78年目を迎えました。
　　　奥州市内では、スーパー・スーパーマーケット・サンエー様、イオンスタイル江刺様、
　　　　コープアテルイ様、マイヤ水沢店様、イオンスーパーセンター水沢桜屋敷店様、
　　　　　カンブンストア胆沢店様、イオン前沢店様の計７箇所のご協力のもと、
　　　　　　　ボランティアの方々が中心となり街頭募金を行いました。

Ｐ２～３ 第 19回奥州市社会福祉大会
Ｐ４ 第 77回岩手県社会福祉大会・
 寄附者の紹介
Ｐ５ 歳末たすけあい募金のお願い
Ｐ６ ささえあい協賛金の会費への一元化
 について～福祉懇談会より抜粋～
Ｐ７ 奥州市社会福祉法人連絡会の紹介
Ｐ８ 山形県酒田市災害ボランティアセン
 ターへ職員派遣・インフォメーション

赤い羽根街頭募金運動
　　　オープニングイベント

おだき保育園の子どもたちがダンスで
盛り上げてくれました

スーパー・スーパーマーケット・サンエー様店舗前にて

この広報誌は市民の皆さまから寄せられた赤い羽根共同募金の配分金により発行しています

「あかいはねきょうどうぼきんに ごきょうりょく よろしくおねがいします！」
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